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巻頭言 

宮城大学では、平成 29年度から大学運営・教育活動の充実につながる FD（Faculty 
Development）・SD（Staff Development）活動を推進してきました。本学の FD・SD
は、マクロレベル、ミドルレベル、ミクロレベルの３層の実施レベルに分け、組織的
に実施しています。カリキュラムセンターは、マクロレベルの企画・運営を行うとと
もに、ミドルレベル・ミクロレベルの企画・予算補助・運営・評価を推進・支援し、
その成果を本報告書にまとめ、FD・SD評価と改善につなげています。 
令和６年度は、学修成果・教育成果の把握・可視化の検討に不断に取り組み、マク

ロレベル FD・SDでは、「宮城大学における学修者本位の教育の実現に向けて～学修
者の変化を捉え、学生が学修成果を実感できるための方策を考える～」をテーマに、
教職員がともに学修者理解や学生への教育・支援を考える機会となりました。ミド
ル・ミクロレベル FD・SDでは、カリキュラムの構造や教育方法に関する資質や能力
向上を目指した FD・SD、特別な配慮を必要とする学生への支援方法に関する能力向
上を目指した FD・SD等が開催され、教職員の知識・技術の向上につながったと考え
ます。
令和６年度は、宮城大学が求める教職員像が定まり、今後は、宮城大学が目指す教

育の実施のため、専門性の高い教職員の育成を充実するための FD・SDの展開が必要
となります。また、学修者本位の教育の充実を目指し、引き続き、組織的かつ体系的
な FD・SDの実施に組んでいきたいと考えております。 

令和６年度 FD・SD開催概要 
マクロレベル：宮城大学３学群の全教員と全職員 200名の規模
令和６年８月６日実施
宮城大学における学修者本位の教育の実現に向けて
～学修者の変化を捉え、学生が学修成果を実感できるための方策を考える～

ミドルレベル：各学群・センターで企画実施、20～50名の規模
令和６年４月～令和７年３月 各学群・センターからの実施報告 10件

ミクロレベル：各科目・小委員会等で企画実施、10名程度の規模
令和６年４月～令和７年３月 各科目・小委員会からの実施報告 10件
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第１部 マクロレベルＦＤ・ＳＤ 

宮城大学全学 

第１部 

講演：「学修者が成長を実感できる大学～学修者の変化と社会での活躍から考える～」 

第２部 

パネルディスカッション： 

「学修者本位の教育を実現するための課題と方略」 

１．開催概要  ・・・・３

２．講演記録、資料集  ・・・・５

３．アンケート結果  ・・・６８
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令和６年度 宮城大学全学 FＤ・SＤ 
 

日時：令和６年８月６日（火）１３：００～１６：００   
場所：大和キャンパス講堂+オンデマンド配信  

開催概要 
「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン」（H30.11）では、少子高齢社会において学
修者が「何を学び、身につけることができるのか」を明確にし、学習の成果を学修者が実感で
きる「学修者本位の教育実現」を掲げている。令和 5年 2月に、「学修者本位の大学教育の実
現に向けた今後の振興方策」と共に「教学マネジメント指針」も追補されている。これは、学
修成果を調査し、可視化することが目的となることへの警鐘であり、可視化されたデータを一
元管理・分析し、それを基に教育改善・改革し、それを学修者へ還元（情報公開）することが
課題になっている。これらを実現している、学生自身が成長実感を伴う授業評価が適切にでき
るような仕組みや、学生参画型（教職学協働）の内部質保証システム・大学づくりの好事例も
報告されている。 
令和 5年度全学 FD・SDにおいて「エンロールメント・マネジメント」をテーマにし、本

学が有する多種多様な入試、教務、学生支援、キャリア、卒業生の地域貢献に関する実データ
を、系統的かつ組織的にモニタリング・アセスメント・マネジメントを行う課題が整理され、
取組を開始している。しかし、学生の授業評価への記述内容や学修成果の自己評価をみると、
何を学びどう成長したか、その実感が伴わない評価や、学生の学びの行動やニーズの変化も全
教員が認識しており、授業改善に向けた真剣な議論も行われている。 
そこで、令和６年度全学 FD・SDでは、「学修者本位の教育の実現」のための具体的なアク

ションを推進するためには、まず、今一度、教職員が最近の学修者を理解し、学生のニーズを
共通認識することが必要である。その上で、学生が学習成果を実感できるための教育や支援へ
の一歩を踏み出す具体的なアクションを明確化する機会としたい。 
 
プログラム 
１．開会挨拶 
 
２．【第１部】 

講演「学修者が成長を実感できる大学～学修者の変化と社会での活躍から考える～」 
講師：村山 和生 氏 （株式会社ベネッセ i－キャリア まなぶとはたらくをつなぐ研究 

所主席研究員） 
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３．【第２部】 
パネルディスカッション 
「学修者本位の教育を実現するための課題と方略」 
座長： カリキュラムセンター 石内 鉄平 准教授 三上 千佳子 教授 
 
話題提供： カリキュラムセンター 齊藤 奈緒 教授 
      基盤教育群      小島 さつき 准教授 
      看護学群       竹本 由香里 准教授 
      事業構想学群     澁田 一夫 教授 
            食産業学群            中村 聡 教授 中村茂雄 教授 
 
コメンテーター： 招聘講師 村山 和生 氏 

副学長 蒔苗 耕司 教授 
         カリキュラムセンター長 齊藤 奈緒 教授 

教務課 菅野 司 主任主査 
４．閉会挨拶 
 

実施報告 
令和６年 8月６日、宮城大学大和キャンパス講堂にて、対面形式にて全学 FD・SDを実施し、

役員・教職員合計 191名が参加した。 
佐々木啓一学長の開会挨拶の後、第１部では、株式会社ベネッセ i－キャリアの村山和生氏を

招聘し、「学修者が成長を実感できる大学～学修者の変化と社会での活躍から考える～」をテー
マにご講演頂いた。 
第２部では、「学修者本位の教育を実現するための課題と方略」をテーマにパネルディスカッ

ションを行った。各部局の教員に、現在の取組や課題について話題提供いただいた。そして、
事務局、カリキュラムセンター長、村山招聘講師をコメンテーターに交えてディスカッション
を行い、これからの宮城大学が取り組むべき課題について共有した。最後に、佐野好昭理事長
の挨拶をもって、閉会した。 

－　　－4



ー 5 ー
－　　－5



ー 6 ー
－　　－6



ー 7 ー
－　　－7



ー 8 ー
－　　－8



ー 9 ー
－　　－9



ー 10 ー
－　　－10



ー 11 ー
－　　－11



ー 12 ー
－　　－12



ー 13 ー
－　　－13



ー 14 ー
－　　－14



ー 15 ー
－　　－15



ー 16 ー
－　　－16



ー 17 ー
－　　－17



ー 18 ー
－　　－18



ー 19 ー
－　　－19



ー 20 ー
－　　－20



ー 21 ー
－　　－21



ー 22 ー
－　　－22



ー 23 ー

－　　－23



ー 24 ー

－　　－24



ー 25 ー

－　　－25



ー 26 ー

－　　－26



ー 27 ー

－　　－27





ー 28 ー
－　　－28



ー 29 ー
－　　－29



ー 30 ー
－　　－30



ー 31 ー
－　　－31



•
•
•
•

•
•
•
•
•

•

•
•
•
•

•
•
•
•
•

•

•
•
•
•
•

ー 32 ー

－　　－32



•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

ー 33 ー

－　　－33



•

•
•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

ー 34 ー

－　　－34



ー 35 ー
－　　－35



ー 36 ー
－　　－36



ー 37 ー
－　　－37



•

•

•

•

ー 38 ー

－　　－38



•

•

•

•

ー 39 ー

－　　－39



ー 40 ー

－　　－40



ー 41 ー
－　　－41



ー 42 ー
－　　－42



ー 43 ー
－　　－43



ー 44 ー

－　　－44



•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

ー 45 ー

－　　－45



ー 46 ー
－　　－46



ー 47 ー
－　　－47



ー 48 ー
－　　－48



ー 49 ー
－　　－49



ー 50 ー

－　　－50



ー 51 ー

－　　－51



•

ー 52 ー

－　　－52



2.9% 2.9%
2.8% 3.3% 1.6%

1.3% 0.8%
0.7% 0.7%

0.3% 0.3% 0.2%
0.2% 9.6% 0.6%

29.0%

21.5%

7.8%
4.6%

5.2%

3.7%

2.5% 2.0%
1.6% 1.3%

1.1% 1.1%
0.8% 0.5% 2.8%

2018 2022

2018 2022

2018 2022

JCHO

NTT

TOPPAN

NTT

JTB TOHO

JA

( )  

( ) ( ) 

JR
981-3298 1 1
022-377-8312 email careerkaihatsu@myu.ac.jp

981-3298 1 1
022-377-8216 email careerdev@myu.ac.jp

982-0215 2 1
022-245-1175 email f-career@myu.ac.jp

24.5%

11.9%

10.5%

9.3%

8.8%

7.5%

2.1%
5.9%

72.6%

14.1%

5.3%

6.4%

7.4%

CDD

I DD

Career Development Division

Int ernship Development Division

C IC Career & Internship Center

MYU C a re e r & In t e rn s h i p C en t e r

ー 53 ー

－　　－53



ー 54 ー
－　　－54



ー 55 ー
－　　－55



ー 56 ー
－　　－56



ー 57 ー
－　　－57



ー 58 ー
－　　－58



ー 59 ー
－　　－59



ー 60 ー
－　　－60



ー 61 ー
－　　－61



ー 62 ー
－　　－62



ー 63 ー
－　　－63



ー 64 ー
－　　－64



ー 65 ー
－　　－65



ー 66 ー
－　　－66



ー 67 ー
－　　－67



ー 68 ー
－　　－68



ー 69 ー－　　－69



ー 70 ー－　　－70



0

20

40

60

80

100

120

140

+ + +

0

20

40

60

80

100

120

140

+

ー 71 ー－　　－71



 

ー 72 ー
－　　－72



 

ー 73 ー

－　　－73



ー 74 ー

－　　－74



ー 75 ー

－　　－75



7 1 15 16:30 17:50 

FD SD  
CC  

1
FD SD FDSD

1  
2) 1 CC

FD SD ( )
2024

3) 2 CIC
ES

PR

2
ES

ー 76 ー

－　　－76



2  
4 CC

ES

ES

CIC  

ES

”

5

ー 77 ー

－　　－77



ー 78 ー

－　　－78



ー 79 ー

－　　－79



ー 80 ー

－　　－80



ー 81 ー

－　　－81



ー 82 ー

－　　－82



ー 83 ー

－　　－83



ー 84 ー

－　　－84



ー 85 ー

－　　－85



 
 

ー 86 ー

－　　－86



ー 87 ー

－　　－87



ー 88 ー

－　　－88



ー 89 ー

－　　－89



ー 90 ー

－　　－90



ー 91 ー

－　　－91



ー 92 ー

－　　－92



ー 93 ー

－　　－93



ー 94 ー

－　　－94



ー 95 ー

－　　－95



 

ー 96 ー
－　　－96



6  

 
 

 

 ( 7 ) 
  
 

 
 ( 45 + 15 )

 
 

5  

 (90 ) 
 

 
 

 
 

 

FD

 

ー 97 ー

－　　－97



 

5 TOEIC

ー 98 ー

－　　－98



 

 

ー 99 ー

－　　－99



ー 100 ー

－　　－100



ー 101 ー

－　　－101



ー 102 ー

－　　－102



ー 103 ー

－　　－103



•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•
•

•

•

•

•

•

•

•

ー 104 ー

－　　－104



•

•

•

•
•

•
•
•
•

•

•

•

•

•
•

•

•

•

•

ー 105 ー

－　　－105



ー 106 ー

－　　－106



ー 107 ー

－　　－107



ー 108 ー

－　　－108



ー 109 ー

－　　－109



ー 110 ー

－　　－110



ー 111 ー

－　　－111



ー 112 ー

－　　－112



ー 113 ー

－　　－113



ー 114 ー

－　　－114



ー 115 ー

－　　－115



ー 116 ー

－　　－116



ー 117 ー

－　　－117



ー 118 ー

－　　－118



ー 119 ー

－　　－119



ー 120 ー

－　　－120



ー 121 ー

－　　－121



ー 122 ー

－　　－122



ー 123 ー－　　－123





 

6

令
和
6
年
度　

Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
実
施
報
告
書

宮　

城　

大　

学

宮城大学
M I Y A G I  U N I V E R S I T Y




